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　　　　　　鋳2部4，年目の試験詰果

水田の耕うん凌ぎ異にレた揚合＼牟土の・ヒ雍樹成の相鑑が作物の

生．育・収．量1＝．反ぼづ「：影響1こクいて試：象研究ぎ読iナて、　ここに水稲イ律

ラβ年冒、麦布牙ヌ年冒の調査諸呆乞　痔一ためで報告する。

1、水稲作におウる試験

　／　手詰試験の方ま

　ω秩弓田；実騒研究施行以来の同一圃場で各試適区の配置
　　　並ひごにその耕法は：全》く褒らない条・控であみ。

　／ヌ）供試楓果；伐勧よ牛（回す才）乞使戎し、勧よ深見式二

　　我晶晶き硬甲した。動力耕癒椥よ》「下式万能耕転機（P3型

　　　ロータリー式、耕巾6〃伽．なた乱、塔二二ンブ7ぱスギ）て

　　　マ式証文冷中医型ナー抑3・／〃〃一Z2，∂〃尺，ル解）き濫用レ

　　　た。

　（3）　畦崩し　；　ii隼耕試験区．1よ／三二6／7ラ耕で畦＝崩’し芝三∫行な・㌧＼

　　　2カラ耕で畦記し三后なった。七九耕試験区は前進色キ塗、

　　耕転軸と抵回転ヒし．　／畦芝2哲：程で三三レ乞・行なった。

　　　　整逝試験・回護しは、ナ／表のざ：うであろ。

斎／表　　畦崩　レ野営成績：

備．考　耕深、耕巾ぱ母上がら測定した値：

ぐタ♪　・代かき

　　畦崩レ／’ク已後湛承して代がき乞ノ〒なった．律耕区依在来

　馬鍬（巾タ／伽、歯忌数ノ〃本、歯薩長λ43伽．）茎使用

　し、荒・植拭きのユ回行なった。動耕区1よ、耕転櫓の後部に

　　　　　　　　　　　　　♂タ2ソ



長さ渉〃伽程の均レ板（長さ／2．蜘、中ユ／伽へ厚さ3、6・伽）

茎庫引し、前進速衆ぎ中速とレ、編癖麩低回転ヒして、巴

かし8本、取ソ付ウてべ・がきぎ5行なった。その試験成鼠は、舞2表

のようである．

　　　　　　弐2表　代仇き試験成下

．2、整聴試験結果

　　暁崩し猿のギ土状熊ぎみうと動力耕区は・ほ一とんど’八堤に細砕

　さボ、また蓼耕区も大中土平iホ稀で、ぽとんどホ魏に打砕され

　ていた．こ；れは、箭作しの案区：栽里中1こ風化狸．度ががなり進んで

　いたためと思われゑ二毛乍水田て・四駅弊本田と．藍って乾

　土効果茎船らうわ1ナにいか、ないし、また直ちに我がき芝．行な．：う

　ので、多少綱く砕土さ水Z毛差響えあみまいと思われろ。

　　また、畦廟し夜の整地状態茎みろと．砦／．2図のように、

　動力耕区の方は．屯，表面が大字均等に存ってい，るが、律憎憎の方

　は亡状となった。

　　耕盤の形状は1、∫隼，耕・区，1よi摯床、線が1容つきりあ多：や噛し、均等；な

　耕盤であるが、動力学区の方1ま畦の中心が’・ぐや窩く左右に憎憎

　している。　二；れは：．走メ三富輸が暖上部と三才部ぎ走ノ行ずるため横

　体、が’傾1絶するためで・あ、る．　このため、畦．中心蔀の耕2眠は・／／ま

一／ミ6餓程案となり、畦看部は逆に菰くなクて心土芝掘リ

，起した、耕」起の反転、越上交雑物のすき込みば、卑耕の方が’動

　力耕より良好な詰果となった。
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　践がきイ乍業：は、犀耕区の方は別に難色はピながつたが’、動力耕

条ミ横は．、左右のクラッチ不：良のため旋回操柞；が困難になクたた

め、過度的べがき個前ができ、さうに車輪スジップのため土壊

・と；拾りすき“，る緒・果になった所屯あった。動力耕転機で，耕うん・

ベカ・きを行なう揚合べがき過剰のオ頃向がある。したが’ってべ

　　　　　　　　　　　　ぼノ）



カ＼き時はロ＿タリー回転乞低回転にレ、均し板で備単にべがき

乞看なう方が布物の生育上よいように思われ、る。

　耕ジ転がらしべがさまでの’乍業官兜率ぽ、動力織機冬イ吏用．した場

合、環牛による序業能率よリ約君％高くなつ蔦

鋤3表耕私からべがきまでのイ乍蒙能率（〃麹

1　べがき　ぐ分）

i
耕
鬼
i
区

　　　　婁k（時）起
P荒掻 植　・掻

計　（時）

塁
i
梨
耕
区
讐

／．501　　♂7 3ヌ 3．32
1　　　　　　　・遠
ｮ
耕
区
蓋 ／ノブi　卿　　　　∠83垂

3、図・蔓稲の1栽聖典滅

ω　苗べ；乾田満管で動力耕転橡で早起ヒ同蒔に3、3〃桜リ

　　粒状尿素30グ，　トーマス、燐月巴3ブタ・、塩イヒ・加里3ク2・ぎ施

　　肥した。8日後．農旅6タ号と33〃疹当リ玖36ノ播謹．レ、

　　癖早きによる健苗の育成にクとめた。

　　　育苗状態iまご好天気に恵ま・れ、前年に比べて非常’に良’好な生．

　　育となった．

ぐユ）栽植様式と皆理；潟イλ伽x22、ク飢（疏3・帰馬リナ6－

　　株）植えとし、　オ農がNき孜／日置いて田植えと才〒なった。　／0

　　・日当りの施肥威分基牽をN只38棲，P5rλナ伊、　K6、〃解

　　どレ　その施肥量：の酉己丁丁舞ダ表のよう！℃1夫めた。

膏タ表施．肥量の配分 ぐ／∂4肖〉

嬌考．，　N　成　分一元肥に石灰窒素（ナ5」％ラ

　　　　　　　　　　　追一肥に粒：状・尿素ぐタぷ％，）・

爾



　　　　　　　砦ノ回豊肥（3ま％フ

　　　　　　　才2回獲L肥（／〃％）

穫0ダ成分一元賭にトーマス燐肥（／〃9％）
K≧　0　成二分・一元耳巴．に塩・化力口里（8L蓄％・）

　　　　　　　追肥（／’％）

管理作蜘よ択のように煮なづた。

フ耳ノ3冒

ク月ノ8》日

ク月λo日

ク月Σク日

フ肩29日

8月／，Σ日

9月λ／日

9．月29日

／／月　一Σ日

タ、成育調・査～

沖／，回除草（三連，式中耕除革横）

芽2回除草：ぐ＝二連式中耕除草機）

7kリド・一ノソ撒布（某』f司一防除）

稗取リ

ラヤ／回．翻巴（N、K）

2タP考散布（ク1く、中ユ、タP）

ゴキ2－回ユ重耳li三，（N）

a卜｛、〈⊃（3％）撤布

含厘〔22号襲来、　／部御1伏したカぐ蔵害1次

灌少であフた．

刈取リ

　調査個数臨ユ0株茎指定して粛定・レた。勧耕区と葬耕区0生

育壷雇ぎ見るヒ．代力＼きの四三ドよゐ苗の活看の相遠ぱ認めら

れず、今回1審草．丈、分dナつ共：に・ぐ・ぐ犀．堅粥の方が’良好な経．ム匿と

なった。また茎幹の残弱は。、畜異国の方が：頑一家彦生育と：な’つた．

したがドって畜耕，動有学1てよう回避管理の嫁．術的相蜜1茎究明す

ろことが重要Kなってくみ．

　なお成熟期＝あ’げゐ生育状態依舞ぷ表のようである．

ご3♪
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☆ま表成無期における隼育状：態

よ　収量調査の詩果

　　例年同様5，6〃誌刈取フて測定した．葬耕区と動耕区の収量
　・をL比i華交し『ζみジ≡…）と　 生育状況1て粛者房ミしなく、：若干’尋i・まあゐ．が動・耕

　区の・づケガ・ご良＝嬬＝なメ参ミ9毒暫となった。　　（・ラセ6、ク表）

　　　　　身6表　　眠量　素襖

♪＞32∫』

i動大1塗　　　　　　　　　　　　　　　…

2、ぐ6i ♂フ∂i 3β6i ク3ス♪i
＼

】
「ノ ノ4ク61　　6、ヌナ ヌ3／　　タ3ス・ぐi

六ク表　　収、量　成　趨　 ζ／〃の当）

i畜／6i
卜　i畜2メi
卜一一ト←

／’タ6、タ　　8タヌダi

・簗2．．ナi芳；ニクτ

あ8欧。1
　　　ワ、．…・

博大iガ　　　　　　　　　ヌ

i動　ノ1＼i

ノ幻紹i甜鋼⊥＿
ノ御メメ　　％7ニユ　6％・2，講

　　5k3タ1ヌ…乱．

　　　　　　毒
　　♪クヌタ

r殉


	contents-1-00001
	contents-2-00001
	h-00001
	p001-00001
	p002-00001
	p003-00001
	p004-00001
	p005-00001
	p006-00001
	p007-00001
	p008-00001
	p009-00001
	p010-00001
	p011-00001
	p012-00001
	p013-00001
	p014-00001
	p015-00001
	p016-00001
	p017-00001
	P018-00001
	P019-00001
	p020-00001
	p021-00001
	p022-00001
	p023-00001
	p024-00001
	p025-00001
	p026-00001
	p027-00001
	p028-00001
	p029-00001
	p030-00001
	p031-00001
	p032-00001
	p033-00001
	p034-00001
	p035-00001
	p036-00001
	p037-00001
	p038-00001
	p039-00001
	p040-00001
	p041-00001
	p042-00001
	p043-00001
	p044-00001
	p045-00001
	p046-00001
	p047-00001
	p048-00001
	p049-00001
	p050-00001
	p051-00001
	p052-00001
	p053-00001
	p054-00001
	p055-00001
	p056-00001
	p057-00001
	p058-00001
	p059-00001
	p060-00001
	p061-00001
	p062-00001
	p063-00001
	p064-00001
	p065-00001
	p066-00001
	p067-00001
	p068-00001
	p069-00001
	p070-00001
	p071-00001
	p072-00001
	p073-00001
	p074-00001
	p075-00001
	p076-00001
	p077-00001
	p078-00001
	p079-00001
	p080-00001
	p081-00001
	p082-00001



